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九
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（
二
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一
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）

一

は
じ
め
に

唐
代
中
期
の
飛
錫
（
生
没
年
不
詳
）
が
著
し
た
『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』（
通
称
『
宝

王
論（
１
）』）
か
ら
は
、
浄
土
教
、
天
台
宗
、
禅
宗
、
三
階
教
な
ど
の
諸
思
想
が
重
層
的

に
絡
み
合
う
特
異
な
思
考
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
段
階
で
飛
錫
が
主
題
と

し
た
思
想
、
教
学
は
、
必
ず
し
も
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
先
だ
っ
て
『
宝
王
論
』
に

見
ら
れ
る
諸
思
想
が
互
い
に
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
関
連
付
け
ら
れ
た
か
考
察

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
同
時
代
の
諸
宗
及
び
思
想
家
達
の
動
向
を
窺
う
こ

と
が
最
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
訳
で
あ
る
が
、『
宝
王
論
』
の
撰
述
年
代
は
お
ろ
か
、

飛
錫
の
明
確
な
活
動
年
代
、
生
存
年
代
に
関
し
て
も
、
未
だ
に
定
説
を
見
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
と
り
わ
け
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
、『
宝
王
論
』
の
撰
述

年
代
が
安
史
の
乱
以
前
か
以
後
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
飛
錫
が
活
動
し
た
唐
代
中

期
は
、
行
政
、
経
済
、
思
想
な
ど
多
方
面
で
、
中
国
史
に
お
け
る
転
換
期
で
あ
り
、

そ
の
転
換
に
は
安
史
の
乱
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
さ
れ
る（

２
）。
も
し
『
宝
王
論
』

が
乱
後
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
飛
錫
の
思
想
は
変
革
期
の
仏
教
思
想
と

い
う
観
点
か
ら
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
多
く
の
点
で
の
再
考
を
余
儀
無
く
さ
れ
る
。

『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
の
撰
述
年
代

―
―
飛
錫
の
事
跡
に
関
連
し
て
―
―

加　

藤　

弘　

孝

〔
抄　

録
〕

唐
代
中
期
の
飛
錫
が
著
し
た
『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
か
ら
は
、
浄
土
教
、
天

台
宗
、
禅
宗
、
三
階
教
な
ど
の
諸
思
想
が
重
層
的
に
絡
み
合
う
特
異
な
思
考
を

見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
飛
錫
が
主
題
と
し
た
思
想
、
教
学
は
、
必

ず
し
も
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
先
だ
っ
て
『
宝
王
論
』
に
見
ら
れ
る
諸
思
想
が

互
い
に
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
関
連
付
け
ら
れ
た
か
考
察
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
際
、
同
時
代
の
諸
宗
及
び
思
想
家
達
の
動
向
を
窺
う
こ
と
が
最
も
重

要
に
な
っ
て
く
る
訳
で
あ
る
が
、
飛
錫
の
『
宝
王
論
』
の
撰
述
年
代
は
お
ろ
か

活
動
年
代
に
関
し
て
も
、
未
だ
に
定
説
を
見
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
『
宝
王
論
』
の
撰
述
年
代
及
び
飛
錫
の
事
跡
に
関
す
る
記
述
を
整
理

し
考
察
し
て
い
く
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

飛
錫
、
不
空
、『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』、
安
史
の
乱



『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
の
撰
述
年
代　

 

（
加
藤
弘
孝
）

二

こ
の
よ
う
に
『
宝
王
論
』
撰
述
年
代
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
ま
た
併
せ
て
飛
錫
の
詳

細
な
事
跡
を
確
認
す
る
こ
と
は
、『
宝
王
論
』
の
思
想
解
明
の
み
な
ら
ず
、
中
国
仏

教
史
、
浄
土
教
理
史
研
究
に
も
関
わ
る
意
義
の
あ
る
作
業
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
『
宝
王
論
』
の
撰
述
年
代
お
よ
び
、
そ
れ
に
派
生
す
る
飛
錫
の
事
跡
に

関
わ
る
記
述
を
整
理
し
考
察
し
て
い
く
。

第
一　

先
行
研
究

『
宝
王
論
』
の
撰
述
年
代
に
つ
い
て
言
及
し
た
先
行
研
究
に
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

●
佐
々
木
月
樵
『
支
那
浄
土
教
史
』
上
巻
、
無
我
山
房
、
一
九
一
三
年
。

●
矢
吹
慶
輝
『
三
階
教
之
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
七
年
。

●
塚
本
善
隆
『
唐
中
期
の
浄
土
教
―
特
に
法
照
禅
師
の
研
究
―
』（『
東
方
文
化
学
院

京
都
研
究
所
研
究
報
告
』
第
四
冊
）
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
、
一
九
三
三
年
。

●
佐
藤
哲
英
『
天
台
大
師
の
研
究
―
智
顗
の
著
作
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
―
』
百
華

苑
、
一
九
六
一
年
。

●
中
山
正
晃
「
飛
錫
の
念
仏
三
昧
観
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
十
七
巻
、
第
二

号
〔
三
四
〕）
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
一
九
六
九
年
。

●
藤
堂
恭
俊
「
震
旦
諸
師
の
浄
土
教
に
関
す
る
著
作　

解
題
」（『
浄
土
宗
全
書
』
第

六
巻
）
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
七
三
年
。

●
唐
中
期
仏
教
思
想
研
究
会
「
唐
代
中
期
仏
教
の
研
究
」（『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研

究
所
年
報
』
第
二
三
号
）
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
。

●
伊
吹
敦
「
念
仏
三
昧
宝
王
論
に
見
る
禅
の
動
向
」（『
東
洋
学
研
究
』
第
四
一
号
）

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
。

佐
々
木
月
樵
は
『
宝
王
論
』
に
「
唐
紫
閣
山
草
堂
寺
沙
門
飛
錫
撰
」
の
撰
号
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
長
安
に
至
っ
た
直
後
、
す
な
わ
ち
草
堂
寺
に
住
し
て
い
た
天
宝
年
間

（
七
四
二
―
七
五
六
）
の
頃
の
著
作
と
み
て
い
る
（
三
二
四
頁
）。

矢
吹
慶
輝
は
『
宝
王
論
』
に
三
階
教
の
影
響
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
開
元
十
三

年
（
七
二
五
）
の
三
階
教
禁
遏
よ
り
大
暦
年
間
（
七
六
六
―
七
七
九
）
の
同
教
復
興

に
至
る
間
の
著
作
と
す
る
（
一
〇
四
〜
一
〇
五
頁
、
五
七
八
〜
五
八
一
頁
）。

塚
本
善
隆
は
飛
錫
の
活
動
年
代
を
、
飛
錫
制
作
の
碑
文
の
成
立
年
代
を
根
拠
に
、

三
階
教
の
復
興
期
と
重
な
る
大
暦
年
間
（
七
六
六
―
七
七
九
）、
貞
元
年
間
（
七
八
五
―

八
〇
五
）
ま
で
認
め
、『
宝
王
論
』
の
著
述
時
期
に
つ
い
て
は
、
再
び
草
堂
寺
に
入
っ

た
晩
年
時
代
だ
と
推
定
す
る
（
一
八
六
〜
一
八
九
頁
、
二
九
九
〜
三
〇
八
頁
）。

佐
藤
哲
英
は
『
浄
土
十
疑
論
』
の
成
立
年
代
を
考
察
す
る
過
程
で
、『
宝
王
論
』

の
成
立
に
つ
い
て
触
れ
、
長
安
千
福
寺
で
法
華
三
昧
を
始
め
た
天
宝
三
年
（
七
四
四
）

よ
り
三
十
年
を
経
た
大
暦
九
年
（
七
七
四
）
前
後
の
著
作
だ
と
見
做
し
て
い
る
。

（
六
三
五
〜
六
三
八
頁
）。

中
山
正
晃
は
大
暦
十
三
年
（
七
七
八
）
以
後
、
再
び
紫
閣
山
草
堂
寺
に
入
り
、
伝

道
生
活
を
送
っ
て
い
た
晩
年
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
同
時
に

法
照
（
生
没
年
不
詳
）
の
五
会
念
仏
の
影
響
を
指
摘
す
る
（
三
一
〇
〜
三
一
三
頁
）。

藤
堂
恭
俊
は
佐
藤
哲
英
の
説
を
受
け
て
、
大
暦
九
年
（
七
七
四
）
以
後
、
草
堂
寺

に
お
い
て
撰
述
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
（
三
〜
十
一
頁
）。

唐
中
期
仏
教
思
想
研
究
会
は
、『
宝
王
論
』
は
唐
代
中
期
、
恐
ら
く
七
五
〇
年
前
後

に
、
撰
述
さ
れ
た
典
籍
だ
と
す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
（
七
二
頁
）。

伊
吹
敦
は
飛
錫
の
生
存
年
代
を
大
よ
そ
七
一
〇
―
七
八
〇
年
頃
と
推
定
し
、
安
史

の
乱
（
七
五
五
―
七
六
三
）
以
降
、
中
国
各
地
に
広
く
展
開
し
た
人
間
中
心
の
思
想
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三

潮
流
を
、
復
興
期
の
三
階
教
徒
や
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
―
七
八
八
）
ら
と
共
に
飛
錫

が
共
有
し
、
そ
れ
を
『
宝
王
論
』
に
反
映
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
主
張
す
る
（
一
三
六
〜

一
四
〇
頁
）。

こ
れ
ら
の
論
稿
は
、『
宝
王
論
』
本
文
中
に
出
る
同
時
代
に
比
定
し
得
る
思
想
や

『
宝
王
論
』「
序
文
」
の
記
述
、
ま
た
飛
錫
の
行
状
な
ど
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
何
れ

も
唐
代
中
期
の
著
述
と
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
が
、
導
き
出
さ
れ
た
成
立
年
代

は
、
天
宝
年
間
（
七
四
二
―
七
五
六
）
か
ら
貞
元
年
間
（
七
八
五
―
八
〇
五
）
ま
で

の
期
間
で
あ
り
、
一
様
で
は
な
い
。
こ
れ
は
飛
錫
の
事
跡
そ
の
も
の
が
、
明
確
で
な

い
と
こ
ろ
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
飛
錫
の
事
跡
に
関
す
る
記
述

を
整
理
し
た
上
で
、『
宝
王
論
』
の
撰
述
年
代
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

第
二　

飛
錫
の
事
跡

（
一
）
修
学
、
訳
経
時
期
の
飛
錫

飛
錫
の
出
生
、
修
学
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
く
、
飛
錫
の
時
代
よ
り
二
百
年
以

上
、
下
る
史
料
で
あ
る
賛
寧
（
九
一
九
―
一
〇
〇
二
）
の
『
宋
高
僧
伝
』
巻
三
「
唐

大
聖
千
福
寺
飛
錫
伝
」
に
、

釋
飛
錫
、
未
知
何
許
人
也
。
神
氣
高
邈
、
識
量
過
人
。
初
學
律
儀
、
後
於
天
台

法
門
一
心
三
觀
、
與
沙
門
楚
金
棲
心
研
習
。
天
寶
初
遊
于
京
闕
、
多
止
終
南
紫

閣
峯
草
堂
寺（

３
）。

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
初
め
に
律
儀
を
学
び
、
後
に
天
台
法
門
、
一
心
三
観
を
楚

金
（
六
九
八
―
七
五
八
）
と
共
に
研
習
し
た
と
い
う
。
長
安
に
至
っ
た
の
は
、
天
宝

の
初
め
（
七
四
二
―
）
で
あ
り
、
多
く
草
堂
寺
に
止
ま
っ
た
。
楚
金
と
の
関
係
に
つ

い
て
の
記
述
は
、
天
宝
十
一
年
（
七
五
二
）
成
立
の
『
大
唐
西
京
千
福
寺
多
宝
仏
塔

感
応
碑
文
』（
通
称
『
千
福
寺
多
宝
塔
碑
』）
に
、
天
宝
三
年
（
七
四
四
）、
楚
金
が

千
福
寺
に
法
華
道
場
を
設
置
し
た
際
、
四
十
九
人
の
同
行
大
徳
の
一
人
に
選
ば
れ
て
、

共
に
法
華
三
昧
を
行
じ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
初
出
で
あ
る（
４
）。

そ
の
後
、
飛
錫
の
活
動
が
確
認
で
き
る
の
は
、
広
徳
年
間
（
七
六
三
―
七
六
四
）

で
あ
る
。『
請
置
大
興
善
寺
大
德
四
十
九
員
』
勅
一
首
に
は
、

定
國
寺
僧
懷
感
。
含
光
。
法
誠
。
慧
遠
。
元
皎
。
東
都
敬
愛
寺
僧
乘
如
。
超
度
。

勝
業
寺
僧
通
幽
、
見
充
上
座
。
僧
慧
靈
、
見
充
寺
主
。
鳳
翔
府
標
覺
寺
僧
深
照
、

見
充
都
維
那
。
薦
福
寺
僧
藏
用
。
法
準
。
慧
通
。
千
福
寺
僧
飛
錫
。
曇
延
。
法

崇
。
夏
州
靈
覺
寺
僧
潛
真
。
滄
州
崇
道
寺
僧
慧
通
。
奉
恩
寺
僧
慧
端
。
東
都
龍

興
寺
僧
慧
照
。
靈
山
。
性
如
。
廣
福
寺
僧
慧
明
。
永
寧
寺
僧
智
順
。
天
竺
寺
僧

談
義
。
汴
州
相
國
寺
僧
惟
秀
。
漢
刕
南
陽
寺
僧
道
晏
。
成
都
府
淨
衆
寺
僧
道

遇
。
寶
頂
寺
僧
慧
映
。
荊
州
慧
日
寺
僧
法
珍
。
天
長
寺
僧
延
秀
。
翠
微
寺
僧
道

朗
。
大
雲
寺
僧
海
明
。
資
聖
寺
僧
通
由
。
慈
恩
寺
僧
法
琳
。
金
光
明
寺
僧
道
猷
。

寶
臺
寺
僧
大
辯
。
西
明
寺
僧
慧
旴
。
崇
福
寺
僧
慧
宗
。
如
淨
。
慧
月
。
青
龍
寺

僧
南
崿
。
勝
業
寺
僧
智
銘
。
希
湊
。
開
闡
。
靈
感
寺
僧
覺
超
。
醴
泉
寺
僧
慧
澄
。

保
壽
寺
僧
慧
崇
。
鳳
翔
府
郿
縣
建
法
寺
僧
法
敬
。
右
大
興
善
寺
三
藏
沙
門
不
空

奏
。
前
件
寺
是
初
置
長
安
之
日
、
將
鎮
帝
國
、
首
建
斯
寺
。
廊
宇
宏
大
、
全
用

一
坊
、
古
來
住
持
皆
是
名
德
。
比
縁
老
宿
淪
沒
僧
衆
凋
殘
。
威
儀
軌
則
並
是
廢

絶
。
況
綿
歴
多
載
。
臺
殿
荒
涼
、
瞻
言
清
規
、
實
所
歎
惜
。
雖
有
後
度
、
戒
律

未
閑
。
復
屬
艱
難
、
事
資
福
祐
。
前
件
大
德
四
十
九
人
、
並
道
業
清
高
、
洞
明

經
戒
、
衆
所
欽
尚
、
堪
為
師
範
。
伏
乞
隷
名
此
寺
、
有
闕
續
填
。
庶
勠
力
匡
持
、

葺
理
頹
弊
、
永
修
香
火
、
以
福
聖
躬
。
其
見
任
之
綱
維
、
望
並
依
定
。
又
縁
寺

之
貧
破
、
伏
乞
矜
放
諸
雜
差
科
。
科
得
齊
糧
不
絶
報
國
行
道
。
如
天
恩
允
許
請
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四

宣
付
所
司（
５
）。

と
あ
り
、
安
史
の
乱
（
七
五
五
―
七
六
三
）
が
収
束
し
た
翌
年
の
広
徳
二
年

（
七
六
四
）、
不
空
（
七
〇
五
―
七
七
四
）
の
推
挙
に
よ
り
、
律
儀
が
中
絶
し
て
い
た

大
興
善
寺
の
四
十
九
人
の
大
徳
の
一
人
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す

る
円
照
（
生
没
年
不
詳
）
の
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』（
通
称
『
貞
元
録
』）
巻
十
六

に
、
大
興
善
寺
の
臨
壇
大
徳
と
し
て
飛
錫
の
他
に
乗
如
（
生
没
年
不
詳
）、
如
浄
（
生

没
年
不
詳
）
な
ど
の
名
が
重
複
し
て
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
大
德

と
は
主
に
臨
壇
大
徳
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

６
）。

慧
琳
（
七
三
七
―
八
二
〇
）
の
『
一
切
経
音
義
』
巻
三
十
五
に
は
、

又
至
代
宗
文
武
皇
帝
廣
德
二
年
甲
辰
歲
、
三
藏
大
廣
智
不
空
於
長
安
大
興
善
寺
、

譯
出
佛
頂
尊
勝
念
誦
供
養
法
一
卷
二
十
紙
。
沙
門
飛
錫
筆
授
。
此
第
八
譯
也（
７
）。

と
記
さ
れ
、
同
年
、
不
空
が
大
興
善
寺
翻
経
院
に
お
い
て
、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
念

誦
儀
軌
法
』
一
巻
二
十
紙
を
訳
出
す
る
に
当
た
っ
て
、
筆
授
の
役
目
を
務
め
た
と
し

て
い
る
。

更
に
翌
年
の
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
に
は
、
大
明
宮
南
桃
園
の
内
道
場
に
お
け
る

『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
二
巻
及
び
『
大
乗
密
厳
経
』
三
巻
の
訳
出
に
翻
経

大
徳
と
し
て
参
与
し
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
、『
請
再
訳
仁
王
経
制
書
』
一
首
に
、

右
興
善
寺
三
藏
沙
門
不
空
奏
。
伏
以
如
來
妙
旨
惠
矜
生
靈
。
仁
王
寶
經
義
崇
護

國
。
前
代
所
譯
、
理
未
融
通
。
潤
色
微
言
、
事
歸
明
聖
。
伏
惟
寶
應
元
聖
文
武

皇
帝
陛
下
、
叡
文
啟
運
、
濬
哲
乘
時
、
弘
闡
真
言
、
宣
揚
像
教
。
皇
風
遠
振
、

佛
日
再
明
。
毎
為
黎
元
俾
開
講
、
誦
其
仁
王
經
。
望
依
梵
匣
、
再
譯
舊
文
、
貝

葉
之
言
、
永
無
漏
略
、
金
口
所
說
、
更
益
詳
明
。
仍
請
僧
懷
感
、
飛
錫
、
子

翷
、
建
宗
、
歸
性
、
義
嵩
、
道
液
、
良
賁
、
潛
真
、
慧
靈
、
法
崇
、
超
悟
、
慧

靜
、
圓
寂
、
道
林
等
、
於
內
道
場
所
翻
譯
。
福
資
聖
代
、
澤
及
含
靈
、
寇
濫
永

清
、
寰
區
允
穆
。
傳
之
曠
劫
、
救
護
實
深（

８
）。

と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
円
照
の
『
大
唐
貞
元
続
開
元
釈
教
録
』（
通
称
『
続
開
元
録
』）

巻
上
に
、

飛
錫
、（
…
中
略
…
）。
恩
曰
頒
下
。
爰
命
京
城
義
學
大
德
良
賁
等
、
翰
林
學
士

常
袞
等
、
於
大
明
宮
南
桃
園
詳
譯
仁
王
、
并
校
定
密
嚴
等
經
。
至
四
月
十
五
日

譯
畢
進
上（
９
）。

と
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
ま
た
『
貞
元
録
』
巻
十
五
に
、

大
聖
千
福
法
花
寺
沙
門
飛
錫
、（
…
中
略
…
）
等
並
證
義（
亜
）。

と
あ
る
こ
と
か
ら
証
義
の
役
目
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（
唖
）。

同
時
期
に
訳
出
さ
れ
た
『
大
乗
密
厳
経
』
三
巻
に
附
さ
れ
て
い
る
『
大
唐
新
翻
密

厳
経
序
』
は
、
代
宗
（
七
二
六
―
七
七
九
）
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、

詔
令
集
京
城
義
學
沙
門
飛
錫
等
翰
林
學
士
柳
抗
等
、
詳
譯
斯
文
及
護
國
經
等（
娃
）。

と
述
べ
ら
れ
、
京
城
義
学
沙
門
の
代
表
と
し
て
飛
錫
の
名
が
最
初
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
特
記
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
『
貞
元
録
』
巻
十
六
に
は
、

時
大
暦
四
年
十
二
月
十
九
日
、（
…
中
略
…
）。
牒
至
准
勅
、
故
牒
其
虚
空
藏
菩

薩
所
問
經
。
即
代
宗
睿
文
孝
武
皇
帝
大
暦
年
中
當
第
五
譯
也
。
特
進
試
鴻
臚
卿

大
興
善
寺
三
藏
沙
門
大
廣
智
不
空
、
宣
譯
梵
文
。
伏
以
三
藏
和
上
、
學
藝
崇
深
、

神
儀
秀
邈
。
瑜
伽
三
密
、
獨
歩
南
天
。
專
精
一
乘
、
共
推
東
夏
。
曉
二
方
之
世

論
尤
善
聲
明
。
達
五
部
之
真
言
妙
窮
法
印
。
奉
詔
翻
譯
、
善
得
其
真
。
然
此
經

是
法
性
、
大
乘
文
理
照
顯
。
傳
譯
雖
久
世
未
受
持
。
若
明
珠
繫
於
衣
中
金
寶
隱

於
室
內
。
能
發
撣
者
其
惟
大
師
歟
。
前
鄜
坊
防
禦
使
兼
御
使
中
丞
鄭
國
公
杜
冕
。

忠
以
奉
主
孝
以
寧
親
。
重
義
輕
財
施
封
請
譯
。
又
請
京
城
三
學
大
德
同
崇
法



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
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究
科
篇　

第
三
十
九
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）

五

會
。
講
論
大
德
大
安
國
寺
上
座
沙
門
子
鄜
筆
受
。
大
興
善
寺
上
座
沙
門
潛
真
潤

文
。
臨
壇
大
德
西
明
寺
上
座
沙
門
乘
如
證
義
。
講
論
大
德
章
敬
寺
上
座
沙
門
奉

國
。
臨
壇
大
德
千
福
寺
沙
門
飛
錫
。
講
論
大
德
勝
光
沙
門
神
曉
、
西
明
寺
主
沙

門
道
液
。
西
明
寺
都
維
那
沙
門
歸
性
。
臨
壇
大
德
大
薦
福
寺
沙
門
如
淨
。
大
興

善
寺
主
沙
門
圓
敬
等
並
同
證
義
。
譯
語
大
德
千
福
寺
沙
門
法
崇
證
梵
文
。
兼
譯

大
虚
空
藏
菩
薩
念
誦
法
一
卷
。
再
三
詳
挍
刊
削
繁
蕪
、
函
帙
莊
嚴
光
炫
人
目（
阿
）。

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
大
暦
四
年
（
七
六
九
）
の
内
道
場
に
お
け
る
『
大
集
大
虚
空

蔵
菩
薩
所
問
経
』
八
巻
及
び
『
大
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
法
』
一
巻
五
紙
の
訳
出
時
に
も

証
義
と
し
て
関
わ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
な
お
こ
こ
で
挙
が
っ
て
い
る
臨
壇
大
德

の
徳
号
は
、
大
興
善
寺
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
不
空
滅
後
の
飛
錫

大
暦
九
年
（
七
七
四
）
六
月
十
五
日
、
不
空
が
没
す
る
と
、
そ
の
翌
月
に
は
『
大

唐
故
大
德
開
府
儀
同
三
司
試
鴻
臚
卿
肅
国
公
大
興
善
寺
大
広
智
三
蔵
和
上
之
碑
』

（【
史
料
】
②
）
を
制
作
し
て
不
空
の
遺
徳
を
偲
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
ろ
千
福
寺
安
国

寺
両
塔
院
の
法
華
道
場
を
検
校
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
撰
号
（「
撿
挍
千
福
安
国

両
塔
院
法
華
道
場
沙
門
飛
錫
」）
か
ら
わ
か
る
。

ま
た
同
時
期
に
『
唐
贈
司
空
大
興
善
寺
大
弁
正
広
智
不
空
三
蔵
和
上
影
賛
』
一
首

（【
史
料
】
③
）
を
撰
述
し
て
お
り
、
こ
の
書
の
撰
号
に
「
灌
頂
弟
子
紫
閣
山
草
堂
寺

苾
芻
飛
錫
撰
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
千
福
安
国
両
寺
の
法
華
道
場
で
は
、
大
暦
八
年

（
七
七
三
）
に
不
空
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
『
成
就
妙
法
蓮
華
経
王
瑜
伽
論
観
智
儀

軌
』（
通
称
『
法
華
儀
軌
』）
一
巻
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
三
崎

良
周
に
よ
れ
ば
『
法
華
儀
軌
』
は
純
粋
な
翻
訳
と
は
言
い
難
い
と
い
う
。
そ
う
す
る

と
『
法
華
儀
軌
』
本
文
中
に
出
る
「
法
華
三
昧
」「
多
宝
塔
」
の
語
な
ど
も
不
空
の

言
葉
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
飛
錫
と
の
思
想
的
連
関
性
を
考
察
す
る
上
で
も
重
要
で

あ
る（

哀
）。

詳
細
な
成
立
年
代
は
不
明
だ
が
、
大
暦
十
年
（
七
七
五
）
七
月
十
八
日
以
降
、
如

願
（
―
七
七
五
）
の
墓
誌
（【
史
料
】
④
）
を
制
作
し
た
。
ま
た
『
宋
高
僧
伝
』
巻

九
「
唐
均
州
武
当
山
慧
忠
伝
」
に
は
、

譯
經
沙
門
飛
錫
、
為
碑
紀
德
焉（
愛
）。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
千
福
寺
の
慧
忠
（
―
七
七
五
）
の
た
め
に
も
碑
文
を
制
作
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
暦
十
二
年
（
七
七
七
）
八
月
、
止
雨
祈
願
の
法
要
を
営
み
、
九
月
に
は
『
賀
晴

表
』
一
首
（【
史
料
】
⑤
）
を
上
表
し
て
い
る
。
な
お
代
宗
が
下
し
た
返
答
の
書
に
は
、

師
緇
門
領
袖
、
久
在
道
場
、
勤
結
梵
縁
、
福
資
黔
庶
。
真
聖
所
祐
、
宿
陰
漸
開
。

宜
益
虔
誠
、
慶
流
家
國
也
。
所
賀
知（
挨
）。

と
あ
り
、
飛
錫
が
仏
門
の
領
袖
と
し
て
久
し
く
道
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
暦
十
三
年
（
七
七
八
）
か
ら
建
中
元
年
（
七
八
〇
）
に
か
け
て
、
臨
壇
大
徳

十
四
人
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
『
勅
僉
定
四
分
律
疏
』
十
巻
撰
述
に
関
連
し
て
、
興
唐

寺
、
温
国
寺
の
浄
土
院
に
お
い
て
、
転
経
礼
懺
六
時
行
道
の
法
要
が
営
ま
れ
た
。

そ
の
詳
細
は
、『
続
開
元
録
』
巻
中
の
記
述
に
よ
っ
て
理
解
し
得
る
。

（
…
上
略
）。
其
日
品
官
楊
崇
一
、
宣
奉
勅
語
。
興
唐
温
國
兩
寺
三
網
、
即
與
淨

土
禪
院
撿
校
僧
等
、
嚴
飾
道
場
令
道
行
。
僧
伍
拾
肆
人
、
起
今
月
一
日
、
轉
經

禮
懺
六
時
行
道
、
至
來
年
二
月
一
日
散
。
設
其
齋
糧
香
油
茶
藥
一
事
已
上
、
令

所
司
祇
供
、
宜
各
精
誠
問
師
等
好
在
否
。
同
日
右
銀
臺
門
司
趙
夏
日
、
宣
牒
奉

勅
語
。
尚
食
局
索
陸
拾
肆
人
、
齋
食
果
盤
、
并
粥
米
生
料
一
事
已
上
自
副
。
即
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六

與
大
濟
師
計
會
、
供
送
興
唐
温
國
兩
寺
淨
土
院
。
毎
日
各
依
。
恒
起
今
月
二
日

供
。
至
來
年
二
月
二
日
停
。
謹
牒
。
是
日
也
。
僉
定
四
分
律
疏
大
德
十
四
人
、

恩
命
分
赴
兩
寺
道
場
、
奉
爲
國
家
轉
經
行
道
。
其
月
五
日
品
官
楊
崇
一
、
宣
奉

勅
語
。
温
國
寺
撿
校
大
德
飛
錫
、
專
知
念
誦
大
德
曇
邃
等
、
好
在
否
、
撿
校
有

勞
也
。
宜
加
精
誠
轉
念
行
道
普
爲
蒼
生
。
至
十
四
年
正
月
二
十
五
日
。
品
官
楊

崇
一
、
又
宣
奉
勅
語
。
温
國
寺
撿
校
臨
壇
大
德
曇
邃
飛
錫
等
好
在
否
。
撿
校
有

勞
。
其
轉
經
及

操
律
師
誦
經
道
場
。
宜
延
至
二
月
十
日
散
設
齋
。
至
二
十
八

日
。
中
使
內
給
事
李
憲
誠
。
宣
奉
勅
語
。
温
國
寺
轉
念
道
場
四
分
律
臨
壇
大
德

等
、
釋
門
三
學
以
心
印
相
傳
無
上
菩
提
。
戒
學
以
爲
根
本
道
場
。
畢
日
即
宜
赴

大
安
國
寺
製
造
疏
。
成
之
後
大
道
流
行
。
至
二
月
八
日
、
品
官
楊
崇
一
、
宣
奉

勅
語
。
大
温
國
寺
撿
校
道
場
大
德
曇
邃
飛
錫
等
、
其
道
場
宜
取
十
日
散
、
設
千

僧
齋
。
至
十
日
散
、
設
天
使
行
香
。
大
德
五
十
四
人
、
各
絹
三
匹
充
嚫
也（
姶
）。

こ
の
際
に
飛
錫
は
温
国
寺
の
臨
壇
大
徳
と
し
て
道
場
検
校
の
役
目
に
就
き
、
大
暦

十
四
年
（
七
七
九
）
二
月
、『
謝
恩
表
』（
擬
題
）
一
首
（【
史
料
】
⑥
）
を
陳
謝
の

た
め
に
上
表
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
代
宗
は
、

師
等
。
託
跡
緇
流
、
修
行
妙
教
。
所
錫
齋
嚫
、
用
廣
勝
因
。
所
謝
知（
逢
）。

と
勅
答
し
、
過
日
、
大
德
五
十
四
人
に
寄
進
し
た
絹
三
匹
の
件
に
つ
い
て
触
れ
て
い

る
。
な
お
塚
本
善
隆
は
、
こ
の
官
設
法
要
に
お
い
て
、『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
巻
下
所

収
の
『
六
時
礼
讃
偈
』
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
す
る（
葵
）。

ま
た
鑑
真
（
六
八
八
―
七
六
三
）
と
共
に
来
日
し
た
思
託
（
生
没
年
不
詳
）
が
、

延
暦
七
年
〈
貞
元
四
年
〉（
七
八
八
）
に
撰
し
た
『
延
暦
僧
録
』
第
五
「
芸
亭
居
士
伝
」

に
も
飛
錫
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

兼
有
三
蔵
讃
頌
、
附
徃
大
唐
。
唐
内
道
場
大
徳
飛
錫
等
禅
侶
、
咸
共
嘆
、
訝
眦

離
耶
有
長
者
子
、
日
本
国
亦
有
維
摩
詰
。
飛
錫
述
念
仏
五
更
讃
一
巻
、
附
来
使
。

飾
詞
雅
麗
、
人
皆
戴
欽
、
再
披
再
覧
、
令
人
発
心
。
近
士
名
播
西
唐
、
光
揚
日

本
、
云
々
。
文（
茜
）。

こ
の
史
料
に
依
れ
ば
、
大
明
宮
内
道
場
に
お
い
て
、
遣
唐
使
の
訪
問
を
受
け
た
飛

錫
が
、
石
上
宅
嗣
（
七
二
九
―
七
八
一
）
の
『
三
蔵
讃
頌
』
に
感
嘆
し
、『
念
仏
五

更
讃
』
一
巻
を
撰
述
し
て
、
一
行
に
附
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
王

勇
は
「
飛
錫
は
唐
内
道
場
の
僧
侶
た
ち
の
首
領
ら
し
い
存
在
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は

時
期
は
不
空
の
円
寂
（
七
七
四
）
以
後
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
日
本
の
遣

唐
使
年
表
に
よ
れ
ば
、
大
暦
十
二
年
（
七
七
七
）、
第
十
六
回
遣
唐
使
が
入
唐
し
て

お
り
、『
三
蔵
讃
頌
』
は
こ
の
時
に
送
唐
さ
れ
た
可
能
性
は
か
な
り
大
き
い（

穐
）」
と
述
べ
、

時
期
を
特
定
し
て
い
る
。

『
三
蔵
讃
頌
』
を
著
し
た
石
上
宅
嗣
は
天
平
宝
字
五
年
〈
上
元
二
年
〉（
七
六
一
）、

遣
唐
副
使
に
任
命
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
解
任
さ
れ
、
こ
の
第
十
四
回
遣
唐
使
自
体

も
船
舶
破
損
に
よ
り
中
止
と
な
っ
て
い
る
（『
続
日
本
紀
』
巻
二
十
四
）。
次
に
遣

唐
使
の
派
遣
が
成
立
し
た
の
は
、
王
勇
の
指
摘
す
る
宝
亀
八
年
〈
大
暦
十
二
年
〉

（
七
七
七
）
の
第
十
六
回
遣
唐
使
で
あ
る
が
、
石
上
宅
嗣
存
命
中
の
宝
亀
十
年
〈
大

暦
十
四
年
〉（
七
七
九
）
に
も
第
十
七
回
遣
唐
使
（
送
唐
客
使
）
が
派
遣
さ
れ
て
い

る
た
め
（『
続
日
本
紀
』
巻
三
十
五
）、
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
も
し
『
三

蔵
讃
頌
』
が
不
空
を
讃
え
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
帰
国
し
た
第
十
六
回
遣
唐
使
か
ら

不
空
の
入
寂
を
伝
え
聞
い
た
直
後
に
、
筆
を
執
っ
て
第
十
七
回
遣
唐
使
（
送
唐
客
使
）

に
託
し
た
と
い
う
仮
説
も
成
り
立
つ
が
、
現
時
点
で
『
三
蔵
讃
頌
』
の
内
容
が
明
ら

か
で
は
な
い
の
で
何
と
も
言
え
な
い
。

こ
の
史
料
に
は
『
念
仏
五
更
讃
』
に
つ
い
て
「
飾
詞
雅
麗
、
人
皆
戴
欽
、
再
披
再
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覧
、
令
人
発
心
」
と
あ
る
の
み
で
、『
念
仏
五
更
讃
』
が
い
か
な
る
内
容
で
あ
る
か

伺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。『
宝
王
論
』
の
思
想
と
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
は

明
確
で
は
な
い
が（
悪
）、
大
暦
年
間
末
頃
ま
で
に
は
念
仏
に
関
す
る
思
想
が
確
立
し
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
史
料
の
信
憑
性
に

関
し
て
は
、『
延
暦
僧
録
』
の
著
者
、
思
託
自
身
が
師
の
鑑
真
と
共
に
遣
唐
使
船
に

乗
り
、
来
日
し
た
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
信
用
に
足
る
と
み
て
良
い
。

貞
元
二
十
一
年
〈
永
貞
元
年
〉（
八
〇
五
）
七
月
二
五
日
、『
千
福
寺
多
宝
塔
碑
』

の
背
面
に
飛
錫
撰
の
『
唐
国
師
千
福
寺
多
宝
塔
院
故
法
華
楚
金
禅
師
碑
』（【
史
料
】

①
）
が
陰
碑
と
し
て
刻
入
さ
れ
た
。
た
だ
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
摸
刻
年
代
で
あ
り
、

ま
た
本
文
中
に
貞
元
十
三
年
（
七
九
七
）、
竇
文
場
（
生
没
年
不
詳
）
の
奏
請
に
よ
っ

て
楚
金
へ
諡
号
さ
れ
た
大
円
禅
師
号
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、
本
文

自
体
の
成
立
は
貞
元
十
三
年
（
七
九
七
）
以
前
、
恐
ら
く
楚
金
の
入
寂
後
ま
も
な
く

の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

握
）。
こ
の
碑
文
の
摸
刻
年
代
を
も
っ
て
、
飛
錫
の
活

動
年
代
を
貞
元
年
間
（
七
八
五
―
八
〇
五
）
ま
で
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
生
存

の
確
認
で
き
る
下
限
年
代
は
、
飛
錫
が
『
謝
恩
表
』（
擬
題
）
一
首
を
上
奏
し
、
勅

答
を
受
け
た
大
暦
十
四
年
（
七
七
九
）
二
月
に
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
以
後
、
飛
錫
の
生
存
を
確
認
で
き
る
史
料
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
大
暦

十
四
年
（
七
七
九
）、
代
宗
崩
御
に
伴
っ
て
即
位
し
た
徳
宗
（
七
四
二
―
八
〇
五
）

が
仏
教
界
を
圧
迫
し
始
め
た
時
期
と
重
な
っ
て
お
り（

渥
）、
そ
の
事
象
と
何
ら
か
の
関
係

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三　
『
宝
王
論
』
の
撰
述
年
代

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
飛
錫
の
事
跡
年
表
を
簡
略
に
示
す
。

天
宝
三
年
（
七
四
四
）

　

千
福
寺
法
華
道
場
に
お
い
て
、
楚
金
と
共
に
法
華
三
昧
を
修
す
る
。

乾
元
元
年
（
七
五
八
）

　

こ
の
頃
、『
唐
国
師
千
福
寺
多
宝
塔
院
故
法
華
楚
金
禅
師
碑
』
を
制
作
す
る
。

広
徳
二
年
（
七
六
四
）

　

 

不
空
の
推
挙
に
よ
り
大
興
善
寺
の
臨
壇
大
徳
と
な
る
。
同
寺
翻
経
院
に
お
け

る
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
法
』
一
巻
の
翻
訳
の
際
に
、
不
空
の
も
と

で
筆
授
の
役
目
を
務
め
た
。

永
泰
元
年
（
七
六
五
）

　

 

大
明
宮
南
桃
園
の
内
道
場
に
お
け
る
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
二
巻

及
び
『
大
乗
密
厳
経
』
三
巻
の
訳
出
に
証
義
と
し
て
参
与
し
た
。

大
暦
四
年
（
七
六
九
）

　

 

内
道
場
に
お
け
る
『
大
集
大
虚
空
蔵
菩
薩
所
問
経
』
八
巻
及
び
『
大
虚
空
蔵

菩
薩
念
誦
法
』
一
巻
の
訳
出
時
に
証
義
と
し
て
関
わ
っ
た
。

大
暦
九
年
（
七
七
四
）

　

 

不
空
の
寂
後
、『
大
唐
故
大
徳
開
府
儀
同
三
司
試
鴻
臚
卿
肅
国
公
大
興
善
寺

大
広
智
三
蔵
和
上
之
碑
』
及
び
『
唐
贈
司
空
大
興
善
寺
大
弁
正
広
智
不
空
三

蔵
和
上
影
賛
』
一
首
を
制
作
し
た
。
こ
の
頃
、
千
福
安
国
両
寺
の
法
華
道
場

を
検
校
し
て
い
た
。

大
暦
十
年
（
七
七
五
）

如
願
の
墓
誌
、
慧
忠
の
碑
文
を
制
作
し
た
。

大
暦
十
二
年
（
七
七
七
）



『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
の
撰
述
年
代　

 

（
加
藤
弘
孝
）

八

　
 

止
雨
祈
願
の
法
要
を
営
み
、『
賀
晴
表
』
一
首
を
上
表
。
こ
の
年
以
降
に
『
念

仏
五
更
讃
』
撰
述
か
。

大
暦
十
三
年
（
七
七
八
）

　

 『
勅
僉
定
四
分
律
疏
』
十
巻
撰
述
に
関
連
し
て
、
興
唐
温
国
両
寺
の
浄
土
院

に
お
い
て
営
ま
れ
た
転
経
礼
懺
六
時
行
道
の
法
要
を
、
温
国
寺
臨
壇
大
徳
と

し
て
検
校
し
た
。

大
暦
十
四
年
（
七
七
九
）

　
『
謝
恩
表
』（
擬
題
）
一
首
を
上
奏
し
、
勅
答
を
受
け
た
。

飛
錫
の
事
跡
を
確
認
し
て
み
る
と
、
律
儀
、
天
台
宗
、
密
教
、
浄
土
教
な
ど
多
岐

に
亘
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
で
も
不
空
の
訳
経
場
に
お
け
る
翻
訳
活
動
が
目

を
引
く
。
不
空
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
飛
錫
の
活
動
の
方
向
性
は
決
定
づ

け
ら
れ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
飛
錫
の
手
に
よ
る
史
料
の
大
多
数
が
、
大
暦
九
年

（
七
七
四
）
の
不
空
入
寂
日
か
ら
大
暦
十
四
年
（
七
七
九
）
に
至
る
期
間
に
成
立
し

て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。『
宝
王
論
』
も
ま
た
こ
の
期
間
に
撰
述
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
宝
王
論
』「
序
文
」
に
は
、

吾
拱
默
九
峯
、
與
世
異
營
。
天
書
曲
臨
、
自
紫
閣
山
草
堂
寺
、
令
典
千
福
法
華

勝
場
、
向
三
十
年
矣
。
希
高
扣
寂
、
未
有
若
君
之
所
問
者
也
。
子
將
渉
無
生
之

龍
津
、
欲
圖
南
以
鵬
舉
、
吾
不
敏
也
、
甞
試
論
之
。
今
則
略
開
二
十
門
、
以
明

斯
旨
耳（

旭
）。

と
、
撰
述
年
代
に
関
す
る
決
定
的
な
記
述
が
存
在
す
る
。「
天
書
」
と
は
勅
書
の
こ

と
で
あ
り
、「
曲
臨
」
と
は
勅
命
な
ど
に
対
し
て
卑
下
す
る
意
で
用
い
ら
れ
る
敬
辞

の
こ
と
で
あ
る（
葦
）。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
勅
書
に
よ
り
草
堂
寺
か
ら
千
福
寺
法
華
道
場

に
出
向
し
て
大
よ
そ
三
十
年
と
い
う
時
に
当
た
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る（
芦
）。『
釈
門
正
統
』
巻
七
の
「
飛
錫
伝
」
に
、

勅
住
千
福
、
法
華
幾
三
十
載（
鯵
）。

と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
こ
の
記
述
を
踏
ま
え
て
い
る
。

次
に
千
福
寺
に
止
住
し
た
年
次
に
つ
い
て
は
、『
千
福
寺
多
宝
塔
碑
』
に
、

自
三
載
每
春
秋
二
時
、
集
同
行
大
徳
四
十
九
人
、
行
法
華
三
昧
、
尋
奉
恩
旨
、

許
為
恒
式
。（
…
中
略
…
）
同
行
禪
師
抱
玉
飛
錫
、
襲
衡
台
之
祕
躅
、
傳
止
觀

之
精
義
。
或
名
高
帝
選
、
或
行
密
衆
師
。
共
弘
開
示
之
宗
、
盡
契
圓
常
之
理（
梓
）。

と
あ
る
の
で
、
天
宝
三
年
（
七
四
四
）
に
皇
帝
へ
恩
旨
を
奉
じ
て
千
福
寺
に
止
住
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
三
十
年
と
い
う
年
が
、
飛
錫
が
千
福
寺
に
入
寺
し
た

天
宝
三
年
（
七
四
四
）
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
三
十
年

後
は
、
奇
し
く
も
不
空
の
没
年
の
大
暦
九
年
（
七
七
四
）
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
一
致
に
つ
い
て
は
以
下
の
様
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
仏
教
史

上
、
訳
経
家
が
自
身
の
思
想
を
体
系
化
す
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ
り
、
事
実
、
師

の
不
空
も
訳
経
活
動
に
専
念
し
て
思
索
活
動
を
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
影

響
下
に
あ
っ
た
飛
錫
も
不
空
の
生
存
中
、
そ
れ
に
倣
っ
て
著
述
活
動
を
お
こ
な
わ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
、
著
述
活
動
の
開
始
は
、
恐
ら
く
そ
の
死
後
の

こ
と
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、『
宝
王
論
』
は
、
不

空
の
入
寂
を
契
機
に
、
活
動
の
主
軸
を
訳
経
活
動
か
ら
本
格
的
な
執
筆
活
動
へ
と
移

行
さ
せ
た
時
期
、
す
な
わ
ち
思
想
家
と
し
て
の
飛
錫
の
円
熟
期
で
あ
っ
た
大
暦
九
年

（
七
七
四
）
か
ら
大
暦
十
四
年
（
七
七
九
）
の
間
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
だ
と
想
定
で

き
よ
う
。

な
お
『
宝
王
論
』
巻
中
に
お
い
て
、
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九

已
上
六
門
、
盡
是
念
現
在
阿
彌
陀
佛
、
以
通
三
世
之
意
也
。
廣
如
安
樂
集
、
天

台
十
疑
論
、
咸
法
師
釋
群
疑
論
、
往
生
傳
、
稠
禪
師
法
寶
義
論
所
解
、
亦
如
飛

錫
先
撰
無
上
深
妙
禪
門
傳
集
法
寶
一
卷
廣
明
也（
圧
）。

と
『
宝
王
論
』
に
先
行
す
る
『
無
上
深
妙
禅
門
伝
集
法
宝
』
一
巻
な
る
著
作
の
存
在

が
示
さ
れ
て
い
る
。
現
存
し
な
い
た
め
、
明
確
な
内
容
は
窺
い
知
れ
な
い
が
、『
宝

王
論
』
巻
上
に
、

瑜
伽
真
言
、
深
妙
觀
門
、
不
謀
而
會（
斡
）。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、「
無
上
深
妙
禅
門
」
と
い
う
語
は
、
密
教
的
な
要
素
を

有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
扱
）。
し
た
が
っ
て
本
書
も
『
宝
王
論
』
に
近
接
し
た
時
期

に
撰
述
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、『
宝
王
論
』
の
撰
述
年
代
を
想
定
し
て
み
た
。
大
暦
九
年
（
七
七
四
）
か

ら
大
暦
十
四
年
（
七
七
九
）
に
想
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
宝
王
論
』
の
持
つ
多
層

的
な
思
想
的
特
徴
に
対
し
て
、
一
つ
の
仮
説
を
提
唱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は

長
引
く
戦
乱
に
よ
り
、
主
と
し
て
地
方
に
個
別
化
、
分
散
化
、
多
様
化
し
た
仏
教
思

想
を
統
合
し
よ
う
と
す
る
働
き
が
中
央
の
仏
教
界
の
動
向
と
し
て
あ
り
、
そ
の
潮
流

を
不
空
の
入
寂
後
、
仏
教
界
の
領
袖
の
一
人
と
な
っ
た
飛
錫
が
反
映
さ
せ
て
撰
述
し

た
の
が
『
宝
王
論
』
だ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

安
史
の
乱
、
ま
た
そ
れ
に
付
随
す
る
戦
乱
に
よ
っ
て
国
土
は
大
い
に
荒
廃
し
、
首

都
長
安
も
天
宝
十
五
年
（
七
五
六
）
と
広
徳
元
年
（
七
六
三
）
に
、
二
度
、
失
陥
の

憂
き
目
を
見
て
い
る
（『
旧
唐
書
』
巻
十
一
、
巻
二
二
五
上
）。
こ
の
様
に
大
規
模
な

社
会
的
事
象
は
人
々
の
価
値
観
を
多
元
化
さ
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
仏

教
思
想
も
ま
た
そ
の
影
響
を
蒙
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

安
史
の
乱
が
唐
代
仏
教
の
転
換
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
最
も
顕
著
な
事
例
は

禅
宗
の
躍
進
で
あ
る
。
事
実
、
反
乱
を
境
と
し
て
各
地
に
禅
宗
の
新
旧
諸
派
が
次
々

と
勃
興
、
ま
た
は
展
開
し
て
い
る（

宛
）。『
宝
王
論
』
が
と
る
禅
宗
思
想
に
対
し
て
肯
定

的
で
あ
る
一
面
、
批
判
的
で
あ
る
と
い
う
一
見
矛
盾
し
た
立
場
も（
姐
）、
こ
の
仮
説
に

よ
っ
て
理
解
の
一
助
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ど
の
様
な
種
類
の
思
想
潮
流
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
に
対
す
る
反
動
が
生
じ
る
の
が
常
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
地
方
の
仏
教
の
状
況
に
対
す
る
考
察
と
同
時
に
、
中
央
の
長
安
に
お
け
る
同

時
代
の
思
想
家
及
び
教
団
の
動
向
、
例
え
ば
法
照
、
三
階
教
徒
た
ち
と
の
思
想
的
連

関
性
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

安
史
の
乱
以
後
の
代
宗
統
治
期
と
い
う
時
間
軸
、
ま
た
中
央
と
地
方
と
い
う
空
間

軸
、
そ
れ
ら
の
両
観
点
か
ら
包
括
的
に
飛
錫
の
思
想
に
対
す
る
研
究
が
進
捗
し
て
初

め
て
、『
宝
王
論
』
の
全
容
の
み
な
ら
ず
、
唐
代
中
期
の
仏
教
界
全
体
の
動
向
が
理

解
さ
れ
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
史
料
】

以
下
は
飛
錫
の
手
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
史
料
群
で
あ
る
。
飛
錫
の

行
状
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
、
第
一
義
的
な
史
料
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

①
『
唐
国
師
千
福
寺
多
宝
塔
院
故
法
華
楚
金
禅
師
碑
』

紫
閣
山
草
堂
寺
沙
門
飛
錫
撰

正
議
大
夫
行
中
書
舎
人
翰
林
學
士
柱
國
東
海
男
賜
紫
金
魚
袋
呉
通
微
書

潭
碧
千
丈
。
無
隠
月
容
。
松
青
萬
嶺
。
莫
靜
風
響
。
夫
徳
充
於
内
而
聲
聞
於
天
者
。



『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
の
撰
述
年
代　

 

（
加
藤
弘
孝
）

一
〇

有
以
見
之
於
禪
師
矣
。
禪
師
法
諱
楚
金
。
程
氏
之
子
。
本
廣
平
郡
。
今
為
京
兆

之
盩
厔
人
焉
。
祖
宗
閥
閱
。
存
而
不
論
。
母
渤
海
高
氏
。
夜
夢
諸
佛
。
是
生
禪

師
。
真
可
謂
法
王
之
子
者
也
。
行
素
顏
玉
。
神
和
氣
清
。
七
歳
諷
花
経
。
十
八

講
花
義
。
三
十
構
多
寶
於
千
福
。
四
十
入
帝
夢
於
九
重
。
上
覩
法
名
。
下
見
金

字
。
詰
朝
使
問
。
罔
不
有
孚
。
聲
沸
江
海
。
豈
惟
京
轂
。
於
是
傾
玉
帛
。
引
金
繩
。

千
梁
攢
空
。
一
塔
聳
漢
。
迴
廊
飛
閣
。
無
不
創
焉
。
風
起
而
鈴
鳴
半
天
。
珠
懸

而
月
生
絶
頂
。
淸
淨
眼
耳
。
駿
奔
香
花
。
度
如
恒
沙
。
而
無
所
度
者
有
之
矣
。

嘗
於
翠
微
悟
真
。
捫
蘿
靈
趾
。
乃
曰
。
此
吾
棲
遁
之
所
。
遂
奏
兩
寺
。
各
建
一
塔
。

咸
以
多
寶
為
名
。
度
緇
衣
在
白
雲
。
昭
其
靜
也
。
矧
夫
心
同
琉
璃
。
思
出
常
境
。

工
人
梓
匠
。
僉
訝
生
知
。
毘
首
所
未
悟
。
班
輸
所
愕
視
。
若
然
。
則
浮
圖
之
化
。

髻
珠
之
教
。
風
靡
千
界
。
皆
禪
師
之
力
。
豈
止
金
丹
五
天
而
已
哉
。
禪
師
雲
雷

發
空
谷
之
響
。
金
石
吐
鏗
鏘
之
音
。
吟
詠
妙
經
。
六
千
餘
篇
。
寶
樹
之
下
。
髣

髴
見
於
分
身
。
靈
山
之
上
。
依
稀
覿
於
三
變
。
心
無
所
得
。
舌
流
甘
露
。
瑞
鳥

金
碧
。
棲
於
手
中
。
天
樂
清
泠
。
奏
於
空
際
。
凡
諸
休
應
。
皆
不
有
之
。
乃
曰
。

法
本
無
名
。
焉
有
彼
相
。
長
而
不
宰
。
其
在
茲
焉
。
若
非
法
華
三
昧
。
稟
正
衡

陽
。
止
觀
一
門
。
傳
乎
台
嶺
。
安
能
迂
象
王
之
法
駕
。
迴
聖
主
之
宸
睠
。
承
明

三
入
。
宏
道
六
宮
。
后
妃
長
跪
於
御
筵
。
天
花
毎
散
而
不
著
。
玄
宗
題
額
。
肅

宗
賜
幡
。
鵲
返
雲
中
。
住
香
樓
而
不
下
。
龍
蟠
天
上
。
挂
金
刹
而
常
飛
。
玉
衣

盈
箱
。
璽
書
滿
篋
。
寫
千
經
滴
瀝
而
垂
露
。
答
萬
乘
渙
汗
之
渥
澤
。
夔
龍
貂
冕
。

下
黄
道
而
整
襟
。
隠
逸
高
僧
。
入
青
蓮
而
扣
寂
。
微
塵
知
識
。
如
從
百
城
而
至
。

無
邊
勝
士
。
若
自
千
華
而
來
。
豈
榮
冠
於
一
時
。
亦
庶
幾
於
佛
在
也
。
雖
林
茂

鳥
歸
。
人
高
物
向
。
澄
渟
天
地
之
境
。
委
曲
虚
空
之
姿
。
無
來
乃
來
。
不
往
而
往
。

所
作
已
訖
。
吾
將
去
乎
。
有
夢
綵
座
前
迎
。
諸
天
獻
菓
。
粵
以
乾
元
二
年
七
月

七
日
子
時
。
右
脇
薪
盡
火
滅
。
雪
顏
如
在
。
昭
乎
上
生
於
安
養
之
國
矣
。
享
齡

六
十
二
。
法
臘
三
十
七
。
天
子
憫
焉
。
中
使
弔
焉
。
尋
勅
驃
騎
大
將
軍
朱
光
暉

監
護
。
即
以
其
年
八
月
十
二
日
。
法
葬
於
長
安
城
西
龍
道
原
法
華
蘭
若
塔
之
□

禮
也
。
於
戲
。
禪
師
齡
年
詔
度
。
初
配
龍
興
。
中
歲
觀
心
。
閉
關
千
福
。
罷
玉
柄
。

葆
天
光
。
悟
炎
宅
清
涼
。
駕
一
乘
獨
運
。
乃
夢
塔
從
地
湧
。
因
用
模
焉
。
今
之

所
製
。
抑
有
由
矣
。
至
若
神
光
熠
耀
於
其
顛
。
聖
燈
明
滅
於
其
下
。
畫
普
賢
則

舍
利
飛
筆
。
繪
羣
釋
乃
卿
雲
澹
空
。
頂
中
之
血
。
刺
寫
經
王
。
衣
裏
之
珠
。
指

呈
醉
士
。
當
其
無
。
有
其
用
。
不
立
心
境
。
同
乎
大
通
。
彼
五
色
之
相
宣
。
我

摩
尼
之
何
有
。
豁
如
也
。
縑
纊
皮
革
。
多
由
損
生
。
屬
徒
衣
布
。
寒
如
艾
納
。

慈
至
也
。
若
乃
降
龍
之
鉢
。
解
虎
之
杖
。
蓮
花
之
衣
。
甘
露
之
飯
。
凡
諸
法
物
。

率
多
勅
賜
。
不
住
於
相
。
咸
將
施
焉
。
室
不
貯
於
金
錢
。
堂
毎
流
乎
香
積
。
澹

然
閑
住
。
為
天
人
師
。
允
所
謂
利
見
於
大
雄
。
釋
門
之
亞
聖
者
也
。
又
曰
。
吾

自
知
終
於
六
十
有
二
矣
。
爾
曹
誌
之
。
以
其
言
。
驗
其
實
。
宛
如
也
。
噫
。
八

部
增
怛
。
萬
國
同
哀
。
有
詔
令
茶
毘
。
遵
天
竺
故
事
。
於
是
金
棺
閉
。
香
木
燒
。

玉
兔
馴
。
白
鶴
唳
。
霧
咽
松
檟
。
風
淒
郊
坰
。
月
飛
青
天
。
無
照
元
夜
。
法
花

弟
子
當
院
比
丘
慧
空
法
岸
浩
然
等
。
表
妹
萬
善
寺
上
座
契
元
萬
善
寺
建
多
寶
塔

比
丘
尼
正
覺
資
敬
寺
建
法
華
塔
比
丘
尼
奔
叱
利
等
。
真
白
凡
數
萬
人
。
悲
化
城

之
不
住
。
痛
寶
所
而
長
住
。
貝
葉
翻
手
。
孰
指
宗
通
。
金
磬
發
林
。
誰
宣
了
義
。

以
予
分
座
御
榻
。
同
習
天
台
。
爰
託
斯
文
。
鏤
之
真
石
。
式
揚
真
古
。
敢
不
銘
云
。

　
　

天
上
雲
飄　

海
中
日
出　

如
何
落
照　

大
明
奄
失

　
　

蓮
花
之
外　

別
有
蓮
花　

寥
廓
之
表　

又
逢
寥
廓

　
　

法
離
去
來　

道
無
今
昨　

松
門
一
塔
兮
誰
為
寂
寞

　
　

寂
而
常
照　

死
而
不
亡　

其
響
彌
高
兮
其
德
彌
彰
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一
一

　
　

白
鶴
雙
雙　

飛
香
郁
郁　

明
月
既
出　

更
無
星
宿

（
建
塔
國
師
奉
。
勅
追
謚
號
記
。
以
貞
元
十
三
年
四
月
十
三
日
。
左
街
功
德
使

開
府
邠
國
公
竇
文
場
。
奏
千
福
寺
先
師
楚
金
是
臣
和
尚
。
於
天
寶
初
。
為
國
建

多
寶
塔
。
置
法
華
道
場
。
經
今
六
十
餘
紀
。
僧
等
六
時
禮
念
經
聲
不
斷
。
以
歴

四
朝
未
蒙
旌
徳
伏
乞
。
聖
慈
特
加
謚
號
以
廣
前
修
奉
。
勅
宣
賜
謚
曰
。
大
圓
禪

師
中
書
門
下
准
。
勅
施
行
者
今
合
院
梵
侶
敬
承
恩
旨
。
頂
奉
修
持
用
資
。
皇
壽

將
恐
代
隔
時
遷
眞
縦
靡
固
轍
。
刊
碑
末
以
紀
芳
猷
遠
追
鷲
嶺
之
風
聿
光
不
朽
之

跡
。

貞
元
廿
一
年
歳
在
乙
酉
七
月
戊
辰
朔
廿
五
日
壬
辰
建
。
廣
平
宋
液
摸
刻（
虻
））

② 

『
大
唐
故
大
徳
開
府
儀
同
三
司
試
鴻
臚
卿
肅
国
公
大
興
善
寺
大
広
智
三
蔵
和

上
之
碑
』

勅
撿
挍
千
福
安
國
兩
塔
院
法
華
道
場
沙
門
飛
錫
撰

一
月
飛
空
。
萬
流
不
閟
。
五
天
垂
象
。
三
藏
降
生
。
曷
其
謂
焉
。
我
大
師
矣
。

大
師
法
諱
不
空
。
北
天
竺
婆
羅
門
子
也
。
初
母
氏
遇
相
者
曰
。
爾
汝
必
當
生
菩

提
薩
埵
也
。
已
便
失
。
數
日
之
後
。
果
夢
佛
微
笑
眼
光
灌
頂
。
既
寐
猶
覺
。
室

明
如
晝
。
因
而
孕
焉
。
早
喪
所
天
。
十
歲
隨
舅
氏
至
武
威
郡
。
十
三
遊
太
原
府
。

尋
入
長
安
。
以
求
出
要
。
見
大
弘
教
金
剛
三
藏
以
為
真
吾
師
。
初
試
教
悉
曇
章
。

令
誦
梵
經
。
梵
言
賒
切
。
一
聞
無
墜
。
便
許
入
壇
。
授
發
菩
提
心
戒
。
年
甫

十
五
與
出
家
焉
。
弱
冠
從
有
部
進
具
成
大
苾
芻
。
律
相
洞
閑
。
知
而
不
住
。
將

欲
學
聲
明
論
窮
瑜
伽
宗
。
以
白
先
師
。
師
未
之
許
。
夜
夢
佛
菩
薩
像
悉
皆
來
行
。

乃
曰
。
我
之
所
夢
法
藏
有
付
矣
。
遂
授
以
三
密
。
談
於
五
智
。
十
二
年
功
六
月

而
就
。
至
開
元
二
十
九
年
秋
。
先
師
厭
代
入
塔
之
後
。
有
詔
令
齎
國
信
使
師
子

國
。
白
波
連
山
。
巨
鱗
橫
海
。
洪
濤
淘
湧
。
猛
風
振
激
。
凡
諸
難
起
。
奮
金
剛
杵
。

諷
隨
求
章
。
辟
災
靜
然
。
船
達
彼
國
矣
。
弟
子
僧
含
光
慧
辯
皆
目
擊
焉
。
師
子

國
王
郊
迎
宮
中
七
日
供
養
。
以
真
金
器
沐
浴
大
師
。
肘
歩
問
安
以
存
梵
禮
。
王

諸
眷
屬
宰
輔
大
臣
備
盡
虔
敬
。
其
國
有
普
賢
阿
遮
梨
聖
者
。
位
隣
聖
地
。
德
為

時
尊
。
從
而
問
津
。
無
展
乃
誠
。
奉
獻
金
貝
寶
曰
。
吾
所
寶
者
心
也
。
非
此
寶

也
。
尋
即
授
以
十
八
會
金
剛
頂
瑜
伽
并
毘
盧
遮
那
大
悲
胎
藏
五
部
灌
頂
真
言
秘

典
經
論
梵
夾
五
百
餘
部
。
僉
以
為
得
其
所
傳
也
。
他
日
王
作
調
象
戲
以
試
大
師
。

大
師
結
佛
眼
印
。
住
慈
心
定
。
誦
真
言
門
以
却
之
。
其
象
顛
仆
不
能
前
進
。
王

甚
敬
異
。
與
夫
指
降
醉
象
有
何
殊
哉
。
則
知
七
葉
之
花
本
無
香
氣
。
五
陰
之
舍

豈
有
我
人
。
三
摩
地
中
示
其
能
慧
。
至
天
寶
六
載
。
自
師
子
國
還
。
玄
宗
延
入

建
壇
。
親
授
灌
頂
。
住
淨
影
寺
。
于
時
愆
亢
納
慮
於
隍
。
大
師
結
壇
應
期
。
油

雲
四
起
。
霈
然
洪
澍
。
遂
內
出
寶
箱
。
賜
紫
袈
裟
一
副
絹
二
百
匹
。
以
旌
神
用
。

或
大
風
拔
樹
之
災
。
祆
星
失
度
之
沴
。
舉
心
默
念
如
影
響
焉
。
至
十
三
載
。
有

勅
令
往
武
威
走
節
度
使
哥
舒
翰
請
。
立
大
道
場
。
與
梵
僧
含
光
并
俗
弟
子
開
府

應
李
元
琮
等
授
五
部
灌
頂
金
剛
界
大
曼
荼
羅
法
。
時
道
場
地
為
之
大
動
。
有
業

障
者
散
花
不
下
。
上
著
子
蓋
。
猶
如
群
蜂
味
之
香
蘂
。
不
能
却
之
。
事
訖
方
墜
。

何
神
之
若
此
耶
。
十
桂
紫
眼
月
勅
還
京
住
大
興
善
寺
。
洎
至
德
中
。
肅
宗
皇
帝

行
在
靈
武
。
大
師
密
進
不
動
尊
八
方
神
旗
經
。
并
定
收
京
之
日
如
符
印
焉
。
乾

元
中
。
延
入
內
殿
建
護
摩
。
親
授
灌
頂
。
渥
恩
荐
至
。
有
殊
恒
禮
。
尋
令
於

智
炬
寺
念
誦
。
感
本
尊
玉
毫
劃
然
大
明
照
徹
巖
谷
。
及
我
寶
應
臨
朝
金
輪
馭

歴
。
聖
滕
彌
積
。
師
事
道
尊
。
授
特
進
試
鴻
臚
卿
。
加
大
廣
智
之
號
。
躬
稟
秘

妙
。
吉
祥
至
止
。
或
普
賢
瀉
神
光
於
紫
殿
。
六
宮
作
禮
。
或
文
殊
呈
瑞
相
於
金

閣
。
萬
乘
修
崇
。
或
翻
密
嚴
護
國
之
梵
文
。
雲
飛
五
色
。
或
譯
虚
空
庫
藏
之
貝
偈
。



『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
の
撰
述
年
代　

 

（
加
藤
弘
孝
）

一
二

霧
擁
千
僧
。
大
師
銜
命
而
陟
彼
清
涼
。
承
恩
而
旋
歸
帝
邑
。
凡
諸
應
驗
。
差
難

備
陳
。
方
悟
夫
虚
空
之
花
體
無
生
滅
。
真
如
之
用
豈
有
去
來
。
前
後
奉
詔
所
譯

諸
經
總
八
十
三
部
計
一
百
二
十
卷
。
並
已
頒
行
入
藏
目
録
。
兼
奏
天
下
諸
寺
以

文
殊
為
上
座
。
仍
置
院
立
像
。
保
釐
國
界
。
申
殷
敬
焉
。
至
大
暦
八
年
。
有
進

止
於
興
善
本
院
又
造
文
殊
金
閣
。
禁
財
內
出
。
工
人
子
來
。
寶
傘
自
九
霄
而
懸
。

御
香
亦
一
人
所
錫
。
微
塵
之
衆
如
從
地
涌
。
鈞
天
之
樂
若
在
空
臨
。
至
九
年
六

月
十
一
日
。
制
加
大
師
開
府
儀
同
三
司
。
封
肅
國
公
。
食
邑
三
千
戶
。
餘
如
故
。

榮
問
優
洽
。
寵
光
便
繁
。
降
北
極
之
尊
為
師
宗
之
禮
。
幡
像
之
惠
。
玉
帛
之
施

勅
書
盈
篋
。
中
使
相
望
。
前
古
已
來
未
有
如
我
皇
之
清
信
也
。
吾
師
之
丹
誠

也
。
大
師
爰
自
二
十
歲
迄
于
從
心
五
十
餘
年
。
毎
日
四
時
道
場
念
誦
。
上
升
御

殿
。
下
至
凡
榻
。
剎
那
之
頃
曾
無
間
焉
。
萬
嶺
寒
松
歴
嚴
霜
而
黛
色
者
。
有
以

見
之
於
直
操
矣
。
矧
夫
入
朱
門
如
蓽
戶
。
五
載
三
若
鶉
衣
。
雖
馳
于
騏
驎
。
常

在
九
禪
之
清
淨
。
獨
立
不
及
。
同
夫
大
通
衆
色
摩
尼
本
無
定
彩
。
彩
止
自
彼
。

於
我
何
為
。
寔
謂
真
言
之
玄
匠
。
法
王
之
大
寶
者
也
。
於
戲
菩
薩
應
見
成
不
住

心
。
如
來
堅
林
度
有
情
輩
。
示
以
微
疾
。
自
知
去
辰
。
以
其
月
十
五
日
爰
命
弟

子
進
表
上
辭
。
囑
以
後
事
。
削
髮
湯
沐
。
右
脇
累
足
。
泊
焉
薨
逝
。
春
秋
七
十
。

法
臘
五
十
。
時
驟
雨
滂
注
。
小
方
天
開
。
哀
悼
九
重
。
輟
朝
三
日
。
贈
絹
三
百

匹
布
二
百
端
錢
三
十
萬
米
麵
共
四
百
石
香
油
薪
炭
及
諸
齋
七
外
支
給
。
又
賜
錢

二
百
二
十
五
萬
。
建
以
靈
塔
。
寓
內
式
瞻
。
又
勅
高
品
李
憲
誠
勾
當
及
功
德
使

開
府
儀
同
三
司
李
元
琮
監
護
。
即
以
七
月
六
日
法
葬
于
鳳
之
南
少
陵
原
。
其
日

中
書
門
下
勅
牒
贈
司
空
。
諡
大
辨
正
廣
智
不
空
三
藏
和
上
。
又
遣
內
給
事
劉
仙

鶴
。
宣
冊
致
祭
。
內
出
香
木
。
焚
之
靈
棺
。
具
荼
毘
之
禮
也
。
寺
池
涸
而
華
萎

者
告
終
之
象
。
夢
幢
傾
而
閣
倒
者
驚
誡
之
期
。
則
雙
林
變
白
之
徴
。
洞
水
逆
流

之
感
。
豈
昔
時
也
。
宰
臣
百
辟
曾
受
法
印
者
罔
不
哀
慟
。
門
人
勅
常
修
功
德
使

撿
校
殿
中
監
大
興
善
寺
沙
門
大
濟
等
四
部
弟
子
凡
數
萬
人
。
痛
大
夜
之
還
昏
悲

慧
燈
之
永
滅
。
不
以
才
拙
令
紀
芳
猷
。
飛
錫
謬
接
羅
什
之
筵
。
叨
承
秦
帝
之
會
。

想
高
柴
之
泣
哭
。
盡
同
奢
花
之
血
見
。
式
揚
無
說
之
說
。
以
頌
龍
中
之
龍
。
其

詞
曰
。

　
　

文
字
解
說
即
真
言
兮　

天
生
我
師
貝
葉
翻
兮

　
　

龍
宮
閭
闔
了
本
源
兮　

象
駕
透
迆
仙
樂
繁
兮

　
　

所
作
已
辦
吾
將
滅
兮　

空
留
梵
夾
與
花
鬘
兮

　
　

冕
旒
增
悼
合
會
葬
兮　

人
慟
地
振
聲
何
諠
兮

　
　

金
剛
之
杵
夢
西
土
兮　

以
表
吾
師
安
養
國
兮

　
　

法
王
之
子
驚
牛
軒
兮　

永
度
生
死
破
魔
怨
兮

大
暦
九
年
歲
甲
寅
七
月
六
日
丁
酉
建（

飴
）

③
『
唐
贈
司
空
大
興
善
寺
大
弁
正
広
智
不
空
三
蔵
和
上
影
賛
』
一
首

灌
頂
弟
子
紫
閣
山
草
堂
寺
苾
芻
飛
錫
撰
并
書

　
　

天
子
灌
頂　

阿
遮
梨
耶　

道
傳
上
國　

家
本
耆
闍

　
　

其
望
如
龍　

其
人
如
玉　

貝
多
在
手　

梵
字
攸
矚

　
　

心
同
皓
月　

光
映
碧
池　

蝉
蛻
而
去　

麟
臺
畫
之

　
　

三
密
寂
寥　

九
重
哀
悼　

笳
簫
駟
馬　

皆
承
明
詔

　
　

萬
里
雲
慘　

千
山
松
悲　

蒼
蒼
何
忍　

奪
我
宗
師

　
　

瞻
雪
顏
則　

無
示
無
說　

傳
浩
浩
劫　

斯
焉
取
斯（

絢
）



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
三
十
九
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）

一
三

④
『
大
唐
真
化
寺
多
宝
塔
院
故
寺
主
臨
壇
大
徳
尼
如
願
律
師
墓
誌
銘
』

勅
撿
挍
千
福
寺
法
華
道
場
沙
門
飛
錫

大
暦
十
年
歳
次
乙
卯
五
月
廿
九
日
。
律
師
薨
於
長
安
真
化
寺
之
本
院
。
律
師
法

諱
如
願
。
俗
姓
李
氏
。
隴
西
人
也
。
申
公
之
裔
。
簪
裾
之
盛
。
真
豈
寶
乎
。
律

師
天
生
道
牙
。
自
然
神
秀
。
十
一
詔
度
。
二
十
具
圓
。
彌
沙
塞
律
。
其
所
務
也
。

分
氎
之
義
不
殊
。
折
金
之
理
斯
在
。
律
師
僅
登
十
臘
。
聲
實
兩
高
。
邀
臨
香
壇
。

辭
不
見
允
。
望
之
儼
然
。
即
之
温
然
。
其
慧
也
月
照
千
潭
。
其
操
也
松
寒
萬
嶺
。

乃
曰
。
威
儀
三
千
。
吾
鏡
之
矣
。
度
門
八
萬
。
複
焉
在
哉
。
遂
習
以
羅
浮
雙
峯

無
生
之
觀
。
位
居
元
匠
矣
。
我
皇
帝
纂
聖
君
臨
。
千
佛
付
囑
貴
妃
獨
孤
氏
。
葛

覃
蘊
德
。
十
亂
匡
時
。
愛
道
紫
宸
。
登
壇
黄
屋
。
因
賜
律
師
紫
袈
裟
一
副
。
前

後
所
錫
錦
綺
繒
帛
。
凡
數
千
匹
疋
。
以
旌
其
高
。
璨
乎
盈
庭
。
了
無
是
相
。
道

何
深
也
。
由
此
勅
書
壘
篋
。
中
使
相
望
。
御
馬
毎
下
於
雲
霄
。
天
花
屢
點
於
玉
砌
。

締
構
多
寶
塔
。
繕
寫
蓮
華
經
。
環
廊
繚
絙
。
金
刹
熠
耀
。
額
題
御
札
。
光
赫
宇

宙
。
皆
吾
君
之
特
建
。
亦
貴
妃
之
為
國
。
宏
哉
。
噫
。
律
師
擲
鉢
他
方
。
應
遽

還
於
靜
室
。
散
花
上
境
。
何
便
住
於
香
天
。
顏
貌
如
生
。
若
在
深
定
。
曲
肱
右
脇
。

湛
然
已
滅
。
春
秋
七
十
六
。
法
夏
五
十
六
。
具
以
上
聞
。
皇
情
憫
焉
。
中
使
臨

弔
。
賻
贈
之
禮
。
有
加
常
等
。
律
師
累
聖
欽
若
。
三
都
取
則
。
意
澹
江
海
。
心

閑
虚
空
。
而
今
而
後
。
恐
難
繼
美
。
於
戲
。
六
宮
誰
授
其
髻
寶
。
八
部
孰
示
於

衣
珠
。
覺
路
醒
而
羣
迷
。
人
花
茂
而
還
落
。
哀
哉
。
弟
子
長
樂
公
主
與
當
院
嗣

法
門
人
登
壇
十
大
德
尼
常
真
勅
賜
弟
子
證
道
政
定
證
果
寺
大
德
凝
照
惠
照
凝
寂

悟
真
資
敬
寺
上
座
洪
演
寺
主
孝
因
律
師
真
一
遠
塵
法
雲
寺
律
師
遍
照
等
。
凡
數

千
人
。
則
懿
戚
相
門
。
愛
道
花
色
。
而
為
上
首
。
忽
喪
宗
匠
。
如
覩
鶴
林
。
即

以
其
年
七
月
十
八
日
。
奉
勅
法
葬
於
長
安
城
南
畢
原
塔
之
□
禮
也
。
素
幡
悽
於

道
路
。
丹
旐
慘
於
郊
扃
。
式
揚
國
師
。
敢
為
銘
曰
。

　
　

紫
袈
裟
者
彼
何
人　

已
了
如
來
淸
淨
身

　
　

登
壇
不
向
明
光
殿　

去
去
應
超
生
死
律

隴
西
秦
旲
書
。
廣
平
程
用
之
刻
字（

綾
）

⑤
『
賀
晴
表
』
一
首

沙
門
飛
錫
等
言
。
伏
奉
八
月
二
十
六
日
中
使
高
品
李
憲
誠
宣
。
聖
旨
。
令
京
城

諸
寺
釋
門
衆
轉
大
般
若
孔
雀
王
等
經
。
精
勤
止
雨
。
用
副
聖
心
者
。
飛
錫
聞
。

帝
堯
至
聖
不
無
水
雨
之
多
。
大
雲
寶
經
亦
有
請
止
之
化
。
頃
者
稍
如
霖
霪
。
納

慮
於
隍
陛
下
親
露
心
於
金
人
。
毎
焚
香
於
玉
殿
。
遂
使
晴
光
上
升
折
重
雲
而
四

照
。
惠
風
旁
振
掃
氛
霧
於
八
方
。
粢
盛
可
期
。
倉
庾
恒
溢
。
斯
皆
天
慈
精
詣
。

僧
等
何
知
。
凡
在
道
俗
無
任
感
戴
。
謹
附
中
使
李
憲
誠
奉
表
陳
賀
以
聞
。
沙
門

飛
錫
等
誠
歡
誠
躍
謹
言
。
大
暦
十
二
年
九
月
一
日
、
京
城
釋
門
衆
沙
門
飛
錫
上

表（
鮎
）。

⑥
『
謝
恩
表
』（
擬
題
）
一
首

沙
門
飛
錫
等
言
。
飛
錫
聞
金
輪
騰
翥
。
以
十
善
化
人
。
大
聖
用
心
。
以
蒼
生
爲
念
。

伏
惟
陛
下
。
洞
入
微
妙
明
德
惟
馨
。
宣
詔
命
於
祇
園
。
徴
龍
象
於
温
國
。
隨
年

五
十
四
轉
經
千
萬
偈
。
作
禮
金
殿
。
清
齋
玉
堂
。
或
升
座
諷
甘
露
之
文
。
或
旋

繞
動
蓮
花
之
歩
。
大
濟
禪
師
毎
親
法
會
執
鑪
虔
懇
。
僧
等
沐
浴
聖
化
。
奉
答
皇

恩
。
更
蒙
天
慈
寵
光
法
侶
。
御
香
玉
帛
戔
戔
列
於
梵
宮
。
寶
饌
金
錢
雰
雰
下
於

淨
土
。
無
任
戴
荷
殊
常
之
至
。
謹
附
中
使
楊
崇
一
。
奉
表
陳
謝
以
聞
。
沙
門
飛

錫
等
誠
歡
誠
慶
謹
言（

或
）。



『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
の
撰
述
年
代　

 

（
加
藤
弘
孝
）

一
四

〔
注
〕

（
１
） 

版
本
は
、
国
内
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
、
①
「
慶
安
元
年
版
」（
佛
教
大
学
蔵
、

執
筆
者
蔵
）、
②
「
元
禄
十
三
年
版
」（
佛
教
大
学
蔵
）、
③
「
享
保
六
年
版
」（
佛

教
大
学
蔵
）、
④
「
安
永
三
年
版
（『
浄
土
十
要
』
所
収
）」（
佛
教
大
学
蔵
）
な
ど

が
あ
る
。

 

大
陸
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
は
、
①
「
嘉
興
蔵
版
（『
浄
土
三
論
』
所
収
）」、
②

「
乾
隆
四
十
九
年
版
（『
浄
土
津
梁
』
所
収
）」（
中
国
国
家
図
書
館
蔵
）、
③
「
光

緒
二
十
年
版
（『
浄
土
十
要
』
所
収
）」（
中
国
国
家
図
書
館
蔵
、
佛
教
大
学
蔵
）、

④
「
北
京
刻
経
処
版
」（
中
国
佛
学
院
蔵
）
な
ど
が
あ
る
。「
嘉
興
蔵
版
」
収
録
テ

キ
ス
ト
の
開
版
年
代
は
、
紹
武
元
年
（
一
六
四
六
）
で
あ
り
、「
慶
安
元
年
版
」

に
先
立
つ
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
ま
た
写
本
に
は
「
禅
林
図
書
館
蔵
本
」（
鎌
倉
期
）

が
あ
る
。

（
２
） 

宮
崎
市
定
『
ア
ジ
ア
史
概
説
』
一
六
一
〜
一
六
二
頁
（
学
生
社
、
一
九
七
三
年
、

初
出
は
一
九
四
七
年
）。

（
３
） 『
宋
高
僧
伝
』
巻
三
（『
大
正
蔵
』
第
五
〇
巻
、
七
二
一
下
）。
瑞
拱
元
年
（
九
八
八
）

謹
上
の
『
宋
高
僧
伝
』
は
、
唐
代
仏
教
の
研
究
に
際
し
て
第
一
級
の
史
料
と
成

り
得
る
が
、
史
料
の
信
憑
性
に
つ
い
て
の
検
討
が
不
十
分
な
点
も
あ
る
。
陳
垣

『
中
国
仏
教
史
籍
概
論
』
三
四
〜
四
三
頁
（
科
学
出
版
社
、
一
九
五
五
年
）。
な
お

「
飛
錫
伝
」
の
末
尾
（「
系
曰
」
以
下
）
に
は
、
賛
寧
の
論
断
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
飛
錫
に
つ
い
て
の
論
断
は
あ
く
ま
で
も
賛
寧
の
主
観
で
述
べ
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
参
照
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
こ
こ
に
出
る
人
名
は
、
儒
墨
思

想
な
ど
の
観
点
か
ら
比
較
の
た
め
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
、
飛
錫
と
直
接
交
流
が

あ
っ
た
こ
と
を
、
必
ず
し
も
示
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

（
４
） 『
千
福
寺
多
宝
塔
碑
』
近
拓
（
執
筆
者
蔵
）。
こ
の
多
宝
塔
碑
（
岑
勛
撰
、
顔
真
卿

書
）
は
、
西
安
の
碑
林
博
物
館
（
第
二
室
）
に
現
存
し
て
い
る
。
高
島
槐
安
旧
蔵

の
宋
拓
な
ど
が
著
名
。
常
盤
大
定
、
関
野
貞
『
支
那
仏
教
史
蹟
』
一
（
支
那
仏
教

史
蹟
研
究
会
、
一
九
二
五
年
）
の
「
評
解
」
や
『
全
唐
文
新
編
』（
吉
林
文
史
出

版
社
）
に
お
い
て
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
５
） 『
不
空
三
蔵
表
制
集
』
巻
一
（『
大
正
蔵
』
第
五
二
巻
、
八
三
〇
上
〜
八
三
一
上
）。

以
下
、「
青
蓮
院
本
」
な
ど
を
適
宜
参
照
。

（
６
） 

永
泰
年
間
（
七
六
五
―
七
六
六
年
）、
大
興
善
寺
に
方
等
戒
壇
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
る
。
臨
壇
大
徳
の
徳
号
は
こ
れ
よ
り
始
ま
る
と
い
う

（『
大
僧
宋
史
略
』
巻
下
）。
な
お
臨
壇
大
徳
の
乗
如
と
方
等
戒
壇
を
関
連
づ
け
る

碑
文
が
複
数
あ
る
。
ま
た
岩
崎
日
出
男
に
よ
れ
ば
臨
壇
大
徳
、
翻
経
大
徳
、
講
論

大
徳
を
三
学
大
徳
と
総
称
す
る
と
い
う
。「『
唐
大
興
善
寺
故
大
弘
教
大
弁
正
三
蔵

和
尚
影
堂
碣
銘
并
序
』
に
つ
い
て
―
そ
の
史
料
的
位
置
付
け
と
価
値
を
中
心
と
し

て
―
」
四
〇
頁
（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
二
一
号
、
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
、

二
〇
〇
四
年
）。

（
７
） 『
一
切
経
音
義
』
巻
三
十
五
（『
高
麗
大
蔵
経
〈
再
雕
本
〉』
第
四
二
巻
、
七
五
九
上
）。

巻
百
に
は
『
宝
王
論
』
の
語
句
の
切
韻
註
釈
が
あ
る
。
こ
れ
は
他
書
に
現
れ
る
『
宝

王
論
』
引
用
の
最
初
の
例
で
あ
る
。『
宝
王
論
』
校
訂
の
際
に
は
用
い
ら
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

（
８
） 『
不
空
三
蔵
表
制
集
』
巻
一
（『
大
正
蔵
』
第
五
二
巻
、
八
三
一
中
〜
下
）。

（
９
） 『
大
唐
貞
元
続
開
元
釈
教
録
』
巻
上
（『
中
華
大
蔵
経
』
第
六
五
冊
、
一
八
七
下
〜

一
八
八
上
）。

（
10
） 『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
巻
十
五
（『
大
正
蔵
』
第
五
五
巻
、
八
八
四
下
）。

（
11
） 

大
村
西
崖
の
『
密
教
発
達
志
』
巻
四
（
仏
書
刊
行
会
図
像
部
、
一
九
三
二
）
で

は
、「
古
写
仁
王
経
後
記
」
を
典
拠
と
し
て
挙
げ
る
。
巻
末
（「
訳
場
列
位
」）
に
、

「
翻
経
大
徳
大
聖
千
福
法
華
寺
沙
門
飛
錫
、
証
義
」
と
あ
る
「
法
隆
寺
一
切
経
」

古
写
本
が
こ
れ
に
該
当
す
る
の
だ
ろ
う
。
友
永
植
「
不
空
訳
「
仁
王
護
国
般
若

波
羅
蜜
多
経
」
小
考
」
十
八
頁
（『
別
府
大
学
紀
要
』
第
三
五
号
、
別
府
大
学
会
、

一
九
九
四
年
）。

（
12
） 『
大
唐
新
翻
密
厳
経
序
』（『
大
正
蔵
』
第
十
六
巻
、
七
四
七
中
〜
下
）。
他
に
「
金

剛
寺
本
」
な
ど
を
参
照
。

（
13
）『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
巻
十
六
（『
大
正
蔵
』
第
五
五
巻
、
八
八
七
中
〜
八
八
八

上
）。

（
14
）
三
崎
良
周
「
成
就
妙
法
蓮
華
経
王
瑜
伽
論
観
智
儀
軌
に
つ
い
て
」
十
九
頁
（『
東

洋
学
術
研
究
』
第
十
四
巻
、
六
号
﹇
七
五
﹈、
東
洋
哲
学
研
究
所
、
一
九
七
五
）。

（
15
）『
宋
高
僧
伝
』
巻
九
（『
大
正
蔵
』
第
五
〇
巻
、
七
六
三
中
）。『
入
唐
新
求
聖
教
目

録
』（『
大
正
蔵
』
第
五
五
巻
、
一
〇
八
四
上
）
に
は
「
紫
閣
山
莫
碑
一
巻
、
沙
門



佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇　

第
三
十
九
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）

一
五

飛
錫
撰
」
と
あ
り
、
他
に
も
碑
文
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
金
澤

邦
夫
は
拓
本
伝
来
の
最
初
期
の
例
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
『
宋
史
』

巻
二
〇
五
「
芸
文
志
」
四
に
は
、「
飛
錫
、
往
生
浄
土
伝
五
巻
」
と
あ
り
、『
往
生

浄
土
伝
』
五
巻
と
い
う
往
生
伝
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
。
採
録
さ
れ
た
僧
名
な

ど
は
不
明
。

（
16
） 『
不
空
三
蔵
表
制
集
』
巻
五
（『
大
正
蔵
』
第
五
二
巻
、
八
五
四
中
）。

（
17
） 『
大
唐
貞
元
続
開
元
釈
教
録
』
巻
中
（『
中
華
大
蔵
経
』
第
六
五
冊
、
二
〇
八
上
〜

下
）。

（
18
） 『
大
唐
貞
元
続
開
元
釈
教
録
』
巻
中
（『
中
華
大
蔵
経
』
第
六
五
冊
、
二
〇
八
下
〜

二
〇
九
上
。

（
19
） 

塚
本
善
隆
『
唐
中
期
の
浄
土
教
―
特
に
法
照
禅
師
の
研
究
―
』
一
八
五
〜
一
八
八

頁
（『
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
研
究
報
告
』
第
四
冊
、
東
方
文
化
学
院
京
都

研
究
所
、
一
九
三
三
年
）。
塚
本
善
隆
は
飛
錫
を
浄
土
教
家
と
見
做
し
、
ま
た
円

珍
（
八
一
四
―
八
九
一
）
の
『
福
州
温
州
台
州
求
得
経
律
論
疏
記
外
書
等
目
録
』

に
、「
誓
往
生
浄
土
文
一
巻
、
南
岳
飛
錫
作
」
と
註
さ
れ
て
い
る
の
を
典
拠
と
し

て
、
南
岳
に
お
け
る
天
台
教
的
浄
土
教
の
修
学
経
験
を
指
摘
し
て
い
る
（
三
〇
三

〜
三
〇
四
頁
）。

（
20
） 『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
巻
三
。
蔵
中
し
の
ぶ
『『
延
暦
僧
録
』
注
釈
』
二
七
八
〜

二
七
九
頁
（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
21
） 

王
勇
「
遣
唐
使
与
日
本
典
籍
的
輸
出
」
一
八
八
〜
二
〇
八
頁
（
王
勇
、
大
庭
脩
編

『
中
日
文
化
交
流
史
大
系
九　

典
籍
』
浙
江
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）。

（
22
） 

石
井
義
長
は
、
空
也
（
九
〇
三
―
九
七
二
）
の
『
宝
王
論
』
受
容
を
指
摘
す
る

と
共
に
、『
念
仏
五
更
讃
』
の
内
容
に
つ
い
て
も
「
六
時
念
仏
の
第
五
、
日
の
出

の
午
前
六
時
頃
の
晨
朝
時
の
念
仏
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
」
と
推
測
し
て
い
る
。

『
空
也
―
我
が
国
の
念
仏
の
祖
師
と
申
す
べ
し
―
』（『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
』、

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
四
二
〜
四
四
頁
。
或
い
は
五
更
転
の
も
の
か
。

（
23
） 『
唐
国
師
千
福
寺
多
宝
塔
院
故
法
華
楚
金
禅
師
碑
』
拓
本
（
支
那
仏
教
史
蹟
研
究

会
蔵
版
。
現
在
、
東
北
大
学
蔵
）
の
影
印
を
参
照
（
常
盤
大
定
、
関
野
貞
『
前
掲

書
』）。
こ
の
碑
陰
は
西
安
の
碑
林
博
物
館
（
第
二
室
）
に
現
存
。
書
は
呉
通
微
（
生

没
年
不
詳
）。
な
お
竇
文
場
は
貞
元
年
間
（
七
八
五
―
八
〇
五
）
の
訳
経
に
も
関
っ

て
い
る
（『
訳
場
列
位
』）。

（
24
） 

山
崎
宏
『
隋
唐
仏
教
史
の
研
究
』
二
四
九
頁
（
法
蔵
館
、
一
九
六
七
年
）。
藤
善

眞
澄
『
隋
唐
時
代
の
仏
教
と
社
会
』
一
九
六
〜
二
〇
五
頁
（
白
帝
社
、
二
〇
〇
四

年
）。
徳
宗
が
仏
教
界
へ
の
締
付
を
緩
め
る
の
は
、
貞
元
元
年
（
七
八
五
）
以
降

で
あ
る
（
ペ
リ
オ
本
二
一
三
〇
）。

（
25
） 『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
上
（「
嘉
興
蔵
版
」
一
丁
表
）。

（
26
） 『
佩
文
韻
府
』、『
漢
語
大
詞
典
』
参
照
。
唐
中
期
仏
教
思
想
研
究
会
は
、「
天
書

曲
臨
」
を
「
天
書
で
さ
え
も
満
足
に
見
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
訳
し
て
い
る
。「
唐

代
中
期
仏
教
の
研
究
」
八
一
〜
八
五
頁
（『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』

第
二
三
号
、
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
）。
な
お
二
〇
〇
九
年
、

九
年
に
わ
た
る
研
究
成
果
を
『
念
仏
三
昧
宝
王
論
の
研
究
』（『
大
正
大
学
綜
合
佛

教
研
究
書
研
究
叢
書
』
第
二
二
巻
、
ノ
ン
ブ
ル
社
）
と
し
て
刊
行
。「
解
題
」、「
資

料
篇
」、「
研
究
篇
」（
論
文
集
）
か
ら
な
り
、「
資
料
篇
」
に
お
い
て
は
、
国
内
で

刊
行
さ
れ
た
諸
版
本
、
活
字
本
を
も
と
に
校
合
作
業
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
27
） 「
向
」
に
は
、「
接
近
す
る
、
向
か
う
」
な
ど
の
意
味
の
他
に
も
、
副
詞
的
用
法
と

し
て
の
「
大
よ
そ
」、「
今
し
が
た
」
の
意
味
も
あ
る
（『
漢
語
大
字
典
』
二
四
四
頁
、

『
文
言
文
虚
詞
大
詞
典
』
二
二
〇
頁
）。

（
28
） 『
釈
門
正
統
』
巻
七
（『
卍
新
纂
続
蔵
経
』
第
七
五
巻
、
三
四
六
下
）。

（
29
） 『
千
福
寺
多
宝
塔
碑
』
近
拓
（
執
筆
者
蔵
）。

（
30
） 『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
巻
中
（「
嘉
興
蔵
版
」
十
四
丁
表
）。

（
31
） 『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
巻
上
（「
嘉
興
蔵
版
」
十
丁
裏
）。

（
32
） 

小
林
順
彦
「
不
空
門
下
と
し
て
の
飛
錫
の
立
場
」
一
一
九
〜
一
二
〇
頁
（『
佛
教

文
化
学
会
紀
要
』
第
十
六
号
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
33
） 

小
川
隆
『
神
会
―
敦
煌
文
献
と
初
期
の
禅
宗
史
―
』
一
六
五
〜
一
六
七
頁
（『
唐

代
の
禅
僧
』
第
二
巻
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）。
北
宗
、
浄
衆
宗
、
保
唐
宗
、

洪
州
宗
、
牛
頭
宗
、
南
山
念
仏
門
、
荷
沢
宗
な
ど
の
新
旧
七
宗
の
名
が
挙
が
っ
て

い
る
。

（
34
） 
な
お
伊
吹
敦
は
『
宝
王
論
』
に
見
ら
れ
る
禅
宗
批
判
の
記
述
の
中
に
、
北
宗
の

他
に
荷
沢
宗
を
対
象
と
し
た
も
の
が
散
見
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。「
念

仏
三
昧
宝
王
論
に
見
る
禅
の
動
向
」
一
二
一
〜
一
四
三
頁
（『
東
洋
学
研
究
』
第



『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』
の
撰
述
年
代　

 

（
加
藤
弘
孝
）

一
六

四
一
号
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
35
） 『
唐
国
師
千
福
寺
多
宝
塔
院
故
法
華
楚
金
禅
師
碑
』
拓
本
の
影
印
を
参
照
（
常
盤

大
定
、
関
野
貞
『
前
掲
書
』）。
ま
た
同
書
の
「
評
解
」
や
『
全
唐
文
新
編
』（
吉

林
文
史
出
版
社
）
に
お
い
て
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。
碑
文
末
尾
に
楚
金
が
法
華

道
場
を
設
け
て
か
ら
「
六
十
余
紀
」
を
経
る
と
あ
る
の
で
、「
建
塔
国
師
奉
」
以

下
は
貞
元
二
十
一
年
（
八
〇
五
）
の
摸
刻
時
に
成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
飛
錫

の
関
与
は
不
明
）。
な
お
『
歴
代
名
画
記
』
に
も
関
連
記
事
が
複
数
あ
る
。

（
36
） 『
不
空
三
蔵
表
制
集
』
巻
四
（『
大
正
蔵
』
第
五
二
巻
、
八
四
八
中
〜
八
四
九
下
）

所
収
。

（
37
） 『
不
空
三
蔵
表
制
集
』
巻
四
（『
大
正
蔵
』
第
五
二
巻
、
八
五
九
下
）
所
収
。

（
38
） 『
大
唐
真
化
寺
多
宝
塔
院
故
寺
主
臨
壇
大
徳
尼
如
願
律
師
墓
誌
銘
』（
周
紹
良
主

編
『
唐
代
墓
誌
彙
編
』
下
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
一
七
八
六
〜

一
七
八
七
頁
所
収
）。
底
本
は
周
紹
良
蔵
の
拓
本
。『
隋
唐
五
代
墓
誌
匯
編
』（
天

津
古
籍
出
版
社
）
や
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
匯
編
』（
中
州
古
籍

出
版
社
）
な
ど
で
拓
本
の
影
印
が
確
認
で
き
る
（
北
京
図
書
館
蔵
本
は
近
拓
）。

如
願
律
師
に
つ
い
て
は
、『
金
石
萃
文
』
巻
百
に
「
宗
室
の
女
」
と
あ
る
。

（
39
） 『
不
空
三
蔵
表
制
集
』
巻
五
（『
大
正
蔵
』
第
五
二
巻
、
八
五
四
下
）
所
収
。

（
40
）『
大
唐
貞
元
続
開
元
釈
教
録
』
巻
中
（『
中
華
大
蔵
経
』
第
六
五
冊
、
二
〇
八
下
）

所
収
。

（
か
と
う　

ひ
ろ
た
か　
　

文
学
研
究
科
浄
土
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導
：
藤
堂　

俊
英　

教
授
）

二
〇
一
〇
年
九
月
三
十
日
受
理


